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1144型構造の鉄系超電導体は、122型構造の AeFe2As2 (Ae = Ca, Sr, Eu)と AFe2As2 (A = K, Rb, Cs)

が結晶構造の c軸へ積層した構造を持つ(Fig. 1挿入図)。122型構造と異なり、2価の Aeイオンと

1 価の A イオンは 1144 型構造では結晶学的に別々のサイトを占有する。我々はこれまでに 1144

型構造の超電導体として CaAFe4As4 (A = K, Rb, Cs), SrAFe4As4 (A = Rb, Cs), EuAFe4As4 (A = Rb, Cs)

を発見した 1,2。今回、新しい 1144型構化候補として(La0.5-xNa0.5+x)Fe2As2((La,Na)Fe2As2)に着目した。 

(La,Na)Fe2As2ではLa/Naの比率を操作しホールキャリアドープするとTc
max

 = 27 Kの超電導を発

現(x = 0.3)する 3。また Naの比率が少なくなると超電導は消失する(x ≦ 0.1)
4。この組成域におけ

る格子定数の a軸長はAFe2As2 (A = Rb, Cs)と同程度

であることを見出した。また La, Na のイオン半径

(VIII)は Caと近い値を有していることから、本研究

では(La,Na)Fe2As2はAFe2As2と積層し 1144型構造を

形成することが可能と考えた。試料合成の結果、狙

い通り 1144 型構造を持つ(La,Na)AFe4As4 (A = Rb, 

Cs)の合成に成功した。また物性測定の結果、

(La,Na)AFe4As4は Tc = 25 Kで超電導を示すことを発

見した。構成元素に 2価のアルカリ土類金属元素を

含まない初めての 1144型構造の超電導体である。 

当日はこれらの詳細に加え、1144型構造超電導体

と 122型構造超電導体の構造と超電導特性の比較か

ら見出した知見について報告する。 
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Fig. 1 (La,Na)AFe4As4 (A = Rb, Cs)の超電

導転移. 挿入図は 1144 型構造の結晶構

造(VESTAにより作図 5
). 
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